容リ法公開アンケート結果（2005年９月８日現在）

【質問内容（③は政党のみ）】

①「容器包装リサイクルの分別収集や選別保管の費用は、製品の価格に含めるべきである」という提案について、賛成ですか、反対ですか？

②「リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生使用）の優先順位で推進するさまざまな手法を盛り込むべきである」という提案については、いかがですか？

③中間まとめでは、「事業者に分別収集・選別保管の一部負担を求める」となっていますが、将来的には、「事業者が、分別収集・選別保管の役割を担うべきである」と思いますか？
☆ 回答１【政党】（回答受付順）

　公明党　
　①賛成である　　　　　②賛成である

　③その他

　　市町村が果たす役割等も含め今後の重要な検討課題の一つと考える。

　民主党　
　①賛成である　　　　　②賛成である

　③そう思う　（素材、用途に応じ、負担のあり方を検討することが必要。最終的にはコスト負担は事業者が行うべき）

　日本共産党　
　①賛成である　　　　　②賛成である

　③そう思う　（生産から廃棄まで事業者負担を貫くべきです）

　社会民主党　
　①賛成である　　　　　②賛成である　　　　　③そう思う

　国民新党　
　①賛成である　　　　　②賛成である　　　　　③そう思う

☆回答２【個人】（回答受付順）

・水野賢一（自民党）　　　①賛成である　　　②賛成である

・土井たかこ（社民党）　　①賛成である　　　②賛成である

・塩川鉄也（日本共産党）　①賛成である　　　②賛成である

　　※現在、自治体が過重に負担している収集・運搬・保管の費用について、「拡大生産者責任」のもと、製造事業者に対して、その責任と応分の負担を求める改正とすべき。

・中川直人（社民党）　　　①賛成である　　　②賛成である
・望月康子（日本共産党）　①賛成である　　　②賛成である

　　※その他欄　生産から廃棄物処理まで事業者責任をつらぬくことが求められています。また、ペットボトなどの減量・再資源化促進のために「拡大生産者責任の原則」が急がれています。

・鮫島宗明（民主党）　　　①賛成である　　　②賛成である

